
2010 年七夕祭（Star Festival）  
７月３日は本当に土砂降りでした。そんな中、約束の 12時 15 分、篠突く雨にも極端な交通渋滞にもめげず、

３４名のＩＩＮ会員と５名の同伴者、３９名が結集。皆様のやる気の漲りを感じるスタートでした。 

会員は分担された係の仕事の打ち合わせと準備に手早く取り掛かり、研修員の方たちが１3時前に受付に来

られたころには余裕の笑顔で迎えていました。 

まずは浴衣の着付け。いつもながらの大変さは着付け

係の皆さんに「申し訳ありません」の一言に尽きます。

室温の設定をかなり下げていただいたり、大きな扇風機

を３台も入れてくださったりと、ＪＩＣＡ側のご配慮に

助けられましたが、それでもやはり暑かったとのお声も

ありました。６組の着付け師たちが立て続けにそれぞれ

６～７人の浴衣姿を作り上げていきました。浴衣姿の研

修員の喜びと驚きの表情が印象的でしたが、着付けの間

中、一息入れる間もなく呼吸困難になりそうだった人

も?!お疲れさまでした、時間ぴったりの４５分間で４０

人の着付け完了です！ 

 

 予定通りの開始時間を迎え、委員長の挨拶、司会者の全体説明に続き、着付けの披露に移りました。夏の着

物の貸し借りは汗がついてしまうことが心配です。ご本人に着て頂くということで、舞台衣装？の豪華な振袖

を会員のお一人に着てもらいモデルに。既婚者なのにと恐縮されていましたが、ウィットに富んだ暖かい説明

で、楽しい demonstration となりました。 

 

 さあ、記念撮影です。ご存知ですか、研修員の４０台のカメラと携帯で撮るのです。４０回の「チーズ！」

に最後は皆さ

んの笑顔、引き

つっていまし

たね。ところで、

集合写真は日

本の文化なの

でしょうか？

研修員の方の

最初の反応は、

こんなにたく

さんの人数で

４０回も撮る

なんて…無

謀！あきれ

た！との表情

も。でもでも、

ＩＩＮの systematic な早技に驚いて・・・ムフフフ、どうだあと言いたかったのは私だけでしょうか？研修

員の方々のカメラに収まった豪華な全体写真は、きっと素敵なお土産になるはずです。 



・・・と大騒ぎの写真撮影をしている間に、お茶係はスムーズに配膳を済ませていました。お見事です。流れ

るようなこの手際の良さに思わず「素晴らしい」と思ってしまいました。お菓子の説明にも力が入っていまし

たね。 

 

次は Tea Time です！各班が楽しそうな雰囲気に包まれていました。

時々起る笑い声も、一生懸命する折り紙も、資料をかざしての各国の

研修員への質問も、充実した時間を表していました。各班の写真を撮

っていたカメラ担当者の感想。「今回は皆さ

んとっても穏やかで落ち着いている。カメラ

を向けると例外なく皆さんがこちらを向い

て笑顔になってくれて、協力的だったわ。」

確かに皆さんから頂いた感想にも、「 今回

は、何かゆっくりと時間が流 

れ、皆さんの喜んでいらっしゃる顔がありあ

りと伺えることができました。」とか「余裕が

あった」との言葉が多かったです。 

 

 

 

黄色いおそろいのＴシャツを着た

『少年少女合唱団』も入場して、entertainment の時間です。まずは実行

委員によるお決まりの七夕の紙芝居。年季とともに感情移入がすごくな

ってきました！間違いなくお楽しみ頂ける「出し物」に育っていますね。

名優は恥ずかしさを捨ててこそ生まれる？ とにかく受けました！ 

 

 

次に出演の合唱団の子どもたちは素朴で、「昭和」を感じました。優しい無理のない歌声も、素直で何だか

懐かしい。今年の七夕の成功の一つは、間違いなく、あの子どもたちの出演でした。わらべ歌を歌い、けんけ

ん相撲で研修員たちと触れ合って、かなり強烈に触れ合って、あの場の全員を幸せな気持ちにしてくれました。 

 

指導の先

生からの

メールを
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ていただ 

きます。 

 

『子どもたちにも身近に外国を感じるいい機会になりました。 七夕の物語を英語で聞いたのもなかなかおもしろかったですし、英

語だけじゃない外国の言葉を聴いたり、中国の人って日本の人かと思ったとか、上手にジャンケンの説明ができたりと色々楽しい

ことでした。 バスも大きいのに乗れて遠足気分でした。』 

 

ご出演、ありがとうございました！ IIN 会員からの感想にも少年少女合唱団の子どもたちへの称賛の声が

多くありました。本当に楽しかったです。さて、次は JICA 研修員の皆さんの出番で～す。 

 



 

☆☆Entertainment by JICA Participants☆☆ 

 
 
研修員からの歌や踊りの出し物は、いつもに比べて、大人し目？でも「余興に多くの研修員のかたが出てきて

くれたのにも、かれらの感謝の気持ちがあらわれていたと思います。私たち参加者もたのしかったです。」と

いう会員の感想もあり、納得でした。ラテンに詳しい会員によると、ブラジル人は本当に賑やかだけどね、と

のことでした。なるほど、リオ!? 次回からはブラジル人枠を作って募集をしましょうか・・・冗談です。 

 

  
                           ☆☆Entertainment by JICA Participants☆☆ 

 

こうして、16時 15 分に最後の挨拶を終え、お開きとなりました。 

 

楽しい時間はすぐに終わってしまいます。参加者の温かな笑顔に包まれて、今年も無事に終わることができ

ました。そして特筆すべきは、全てが予定時間通りに進んだことです。シャトルバスに遅れることなく合唱団

の子どもたちが帰って行きましたし、後片付けも手際よく終了しました。皆さんのご協力の賜物です。 

 

すっかり忘れていました大雨もいつしか小止みに。研修員の方々の笑顔と thank you!をお土産に IIN の皆

さんも満足の笑顔で帰途につきました。7日の七夕の夜は晴れるといいなあ・・・。あなたは何をお願いしま

すか? 

 


